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問 題 

 

 

人口減少問題に関し、下記の文章中の３つの基本的視点を踏まえ、どのような主体（政

府及び民間部門）がどのような取組を行うことが効果的と考えられるか述べなさい

（1,200字以内）。 

 

○ 今後の基本的視点 

 

（１）３つの基本的視点から取り組む。 

人口減少への対応には、大きく二つの方向性が考えられる。一つは、出生率を向上させ

ることにより人口減少に歯止めをかけ、将来的に人口構造そのものを変えていこうとする

ものである。これは「積極戦略」と言える。もう一つは、仮に出生率の向上を図っても今

後数十年間の人口減少は避けられないことから、今後の人口減少に対応し、効率的かつ効

果的な社会システムを再構築するものである。いわば「調整戦略」である。この二つの対

応を同時並行的に進めていくことが必要となる。こうした観点から、今後の取組において

基本的視点となるのは、次の３点である。 

 

①「東京一極集中」を是正する 

地方から東京圏への人口流出（特に若い世代）に歯止めをかけ、東京一極集中を是正す

る。これにより、地方に住み、働き、豊かな生活を実現したい人々の希望を実現するとと

もに、東京圏の活力の維持・向上を図りつつ、過密化・人口集中を軽減し、快適かつ安全・

安心な環境を実現する。 

 

②若い世代の就労・結婚・子育ての希望を実現する 

人口減少を克服するため、若い世代が安心して働き、希望どおり結婚・出産・子育てを

することができる社会経済環境を実現する。 

 

③地域の特性に即した地域課題を解決する 

中山間地域等、地方都市とその近隣及び大都市圏において、人口減少に伴う地域の変化

に柔軟に対応し、地域の特性に即して、地域が抱える課題の解決に取り組む。 

 

（出典：「まち・ひと・しごと創生長期ビジョンについて」平成 26 年 12 月 27 日 閣議決定）  

 

 


